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おおやままいり

♯ 大山詣り

作者：川島敏郎（かわしま・としろう ）

刊行：平成 年（ ）

♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢

 解題

■ 内容

平成 年（ ）、文化庁より日本遺産に認定さ

れた大山（ストーリータイトル「江戸庶民の信仰と

行楽の地～巨大な木太刀を担いで『大山詣り』～」）。

古くから神仏の宿る霊山として、貴賤上下の間で

崇拝されてきた大山は、江戸時代中期（ 世紀中頃）

以降、江戸地廻り経済の活性化も手伝い、一般庶民

の間に寺社参詣を兼ねた物見遊山が大流行した。大

山へと向かう街道（大山道）には道標や燈籠、鳥居

等が設置され、参詣客の便宜を図った。「大山詣り」

の道中すべてを演出したのが、修験を出自とする御

師たちであった。浮世絵などに活写されたその賑わいは、旅行内書、旅日

記などでも窺い知ることができる。

本書は、大山の歴史を通観し、縁起絵巻、霊験記をはじめとする各種資

料を読み解くことで、大山信仰の全貌を描き出し、現在辿ることのできる

史跡に言及し、大山がいかに日本遺産にふさわしいかを様々な観点から立

証している。

本書は９章で構成されている。第Ⅰ章「大山の歴史」、第Ⅱ章「『大山寺

縁起絵巻』を読み解く」、第Ⅲ章「『大山不動霊験記』からみた大山信仰の

諸相」、第Ⅳ章「大山講の師檀関係」、第Ⅴ章「旅案内書・旅日記からみた

近世の大山」、第Ⅵ章「文芸・絵画資料からみた大山信仰」、第Ⅶ章「大山

道と大山道標」、第Ⅷ章「石造大山二ノ鳥居の建立と民衆の躍動」、第Ⅸ章

57



第３章 思想・宗教 

58 

「大山を歩く」。

■ 作者

作者は川島敏郎。早稲田大学大学院文学研究科博士課程日本史学専攻満

期退学。神奈川県立高校教諭、神奈川県立公文書館郷土資料課専門員、産

業能率大学客員研究員等を歴任。現在ＮＰＯ法人神奈川歴史教育研究会理

事長、伊勢原市文化財保護審議会委員。

著書に『相州大山信仰の底流』、『日本の遺跡と遺産３ 古代の遺跡』等

がある。高校教師として神奈川県に赴任した事を機に、市民とともに伊勢

原・大山関係史料を読み込み、研究を続けた。大山信仰の研究の検証、再

構築の場でもあった大山公民館夏季講座を 年間継続しており、その副産

物が本書の論考となっている。講座を行っている間、大山寺供僧、養智院

前住心蔵の大著『大山不動霊験記』全 巻の存在が明らかになり、足掛け

年かけて読了、データ入力に取り組んでいる。川島が入力したデータは、

神奈川県立図書館「神奈川県郷土資料アーカイブ」にて公開されている。
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